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しょうゆの昔ながらの製造方法の説明を聞く参加者しょうゆの昔ながらの製造方法の説明を聞く参加者

新型のトラクターを見学 ㈱コーンズエージーにて新型のトラクターを見学 ㈱コーンズエージーにて

コ
ー
ン
ズ
エ
ー
ジ
ー
・
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
の
２
か
所
を
視
察

大
樹
町
農
民
協
議
会

大
樹
町
農
民
協
議
会  

視
察
研
修

視
察
研
修

　

１
月
22
日
、
Ｊ
Ａ
会
議
室
に
お
い
て
第
１

回
農
事
組
合
長
会
議
が
行
わ
れ
、
会
長
と
副

会
長
が
新
た
に
選
任
さ
れ
た
。

　

各
地
区
の
農
事
組
合
長
は
次
の
通
り
。

令
和
６
年

令
和
６
年

農
事
組
合
長
決
定

農
事
組
合
長
決
定

職
名

組
合
名

氏
　
　
名

会
　
長

美

成

海
冨
　
祐
治

副
会
長

拓

北

柚
原
　
基
晴

副
会
長

振

別

山
下
　
功
典

組
合
名

氏
　
　
　
名

中

　

島

坂

井

正

剛

上

中

島



本

　

仁

日

　

方

鈴

木

健

生

石

坂

山

本

宏

一

開

進

建

木

洋

典

大

光

高

田

忠

昭

拓

進

村

田

克

也

尾

田

竹

内

　

稔

豊

里

牧
　
田

　
日
出
男

大

和

坂

根

遼

太

上

大

樹

梶

沢

明

宏

東

和

立

川

敏

広

下

大

樹

半

田

佑

介

萠

　

和

白

石

和

彦

芽

武

水

野

　

敦

歴

舟

木
　
戸
　
サ
オ
リ

　

大
樹
町
農
民
協
議
会
（
水
下

英
治
会
長
）
で
は
、
１
月
17
日
、

18
日
の
２
日
間
の
日
程
に
お
い

て
３
名
の
役
員
が
参
加
し
役
員

視
察
研
修
を
行
な
っ
た
。

　

１
日
目
に
は
、
恵
庭
市
に
あ

る
株
式
会
社
コ
ー
ン
ズ
エ
ー
ジ

ー
を
視
察
。
自
社
で
の
機
械
等

の
製
作
は
し
て
お
ら
ず
、
世
界

中
か
ら
酪
農
資
材
・
機
械
な
ど

を
輸
入
し
販
売
し
て
い
る
。

　

事
業
領
域
と
し
て
は
土
・
餌
づ
く
り
か
ら
搾
乳
、
糞
尿
処
理
ま

で
と
幅
広
く
展
開
し
て
お
り
多
く
の
農
家
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　

倉
庫
で
は
、
新
型
の
哺
育
ロ
ボ
ッ
ト
や
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
が

置
い
て
あ
り
各
機
械
の
説
明
を
受
け
視
察
を
終
え
た
。

　

２
日
目
に
は
、
千
歳
市
に
あ
る
北
海
道
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
の
工

場
を
視
察
。

　

食
生
活
に
お
い
て
欠
か
せ
な
い
調
味
料
で
あ
る
「
し
ょ
う
ゆ
」

の
製
造
か
ら
梱
包
ま
で
の
工
程
を
視
察
し
た
。
工
場
で
は
江
戸

時
代
の
し
ょ
う
ゆ
作
り
の
製
造
工
程
の
説
明
を
受
け
た
あ
と
、

実
際
に
最
新
技
術
を
用
い
た
機
械
を
見
学
。
想
像
し
て
い
な
か

っ
た
規
模
・
製
造
量
の
多
さ
に
参
加
者
は
と
て
も
驚
い
て
い
た
。

最
後
に
は
海
外
で
製
造
さ
れ
て

い
る
商
品
の
紹
介
や
牛
の
餌
に

も
な
る
醤
油
の
搾
り
か
す
に
つ

い
て
少
し
談
話
し
視
察
を
終
了

し
た
。

　

約
５
年
ぶ
り
と
な
る
札
幌
方

面
へ
の
１
泊
で
の
視
察
研
修
と

な
り
参
加
人
数
は
少
な
か
っ
た

が
１
日
目
の
夜
に
は
懇
親
会
を

行
い
、
役
員
間
の
懇
親
を
深
め

る
こ
と
が
出
来
た
。
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組
合
名

氏
　
　
　
名

中

　

島

坂

井

正

剛

上

中

島



本

　

仁

日

　

方

鈴

木

健

生

石

坂

山

本

宏

一

開

進

建

木

洋

典

大

光

高

田

忠

昭

拓

進

村

田

克

也

尾

田

竹

内

　

稔

豊

里

牧
　
田
　
日
出
男

大

和

坂

根

遼

太

上

大

樹

梶

沢

明

宏

東

和

立

川

敏

広

下

大

樹

半

田

佑

介

萠

　

和

白

石

和

彦

芽

武

水

野

　

敦

歴

舟

木
　
戸
　
サ
オ
リ

JAJA大樹町女性部創立大樹町女性部創立7070周年記念式典開催周年記念式典開催
　

Ｊ
Ａ
女
性
部（
姉
﨑
美
紀
部
長
）で

は
、
１
月
16
日
Ｊ
Ａ
会
議
室
に
お
い

て
女
性
部
創
立
70
周
年
記
念
式
典
を

開
催
し
た
。
来
賓
や
関
係
機
関
、
部

員
含
め
総
勢
80
名
ほ
ど
が
出
席
し
た
。

　

始
め
に
、
姉
﨑
美
紀
部
長
は
「
女

性
部
組
織
を
作
り
上
げ
引
き
継
が
れ

て
こ
ら
れ
ま
し
た
歴
代
部
長
、
役
員

の
方
々
ま
た
多
く
の
部
員
の
皆
様
へ

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
」
と
述
べ
、
元

旦
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
の
被

災
さ
れ
た
皆
さ
ま
、
お
よ
び
関
係
者

へ
お
悔
や
み
と
お
見
舞
い
を
申
し
上

げ
た
。
女
性
部
は
防
災
学
習
や
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
へ
の
取
り
組
み
な
ど
の
研
修
を

行
な
っ
て
き
て
お
り
、
こ
の
先
の
自

然
災
害
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
今
後

も
研
修
の
継
続
を
約
束
し
た
。
式
辞

の
結
び
で
は
「
女
性
部
活
動
を
発
展

さ
せ
て
い
く
事
を
心
に
誓
う
」
と
決

意
し
た
。
西
川
組
合
長
、
黒
川
町
長

よ
り
祝
辞
が
あ
り
、
第
10
代
か
ら
16

代
ま
で
の
歴
代
部
長
へ
感
謝
状
と
花

束
を
贈
呈
し
た
。
そ
の
後
、
松
井
香

織
氏
を
講
師
に
招
き
「
冷
蔵
庫
か
ら

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
！
食
品
ロ
ス
の
減
ら
し
方
」

と
題
し
記
念
講
演
を
行
な
っ
た
。
毎

日
使
う
冷
蔵
庫
は
関
心
が
高
く
出
席

者
は
講
師
の
言
葉
に
耳
を
傾
け
て
い

た
。
講
師
が
持
参
し
た
収
納
グ
ッ
ズ

に
は
多
く
の
部
員
が
手
に
取
り
確
か

め
て
い
た
。

　

式
典
の
後
半
で
は
役
員
が
選
ん
だ

写
真
を
20
分
程
に
編
集
し
た
も
の
を

鑑
賞
し
た
。
会
場
か
ら
は
「
懐
か
し

い
」
や
「
変
わ
っ
た
ね
ー
」
な
ど
の

声
が
あ
が
り
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の

中
、
式
典
は
終
了
し
た
。

式辞　姉﨑美紀部長式辞　姉﨑美紀部長

記念式典のようす記念式典のようす

記念品記念品 表彰を受けた歴代女性部長表彰を受けた歴代女性部長

記念講演記念講演
講師：松井香織氏講師：松井香織氏

中央　来賓中央　来賓
　第６代女性部長　坂根さん　第６代女性部長　坂根さん
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女性部

す
ず
ら
ん
会

す
ず
ら
ん
会  

料
理
講
習
会
で
交
流
深
め
る

料
理
講
習
会
で
交
流
深
め
る

―
乳
製
品
消
費
拡
大
・
地
産
地
消
の
４
品
作
る
―

―
乳
製
品
消
費
拡
大
・
地
産
地
消
の
４
品
作
る
―

女性部
　

Ｊ
Ａ
女
性
部
す
ず
ら
ん
会
（
戸

梶
恵
子
会
長
）
は
、
12
月
13
日
大

樹
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
調
理
室

に
お
い
て
、
牛
乳
・
乳
製
品
消
費

拡
大
と
地
産
地
消
を
目
的
に
料
理

講
習
会
を
行
な
っ
た
。「
ハ
ン
バ

ー
グ
カ
レ
ー
ド
リ
ア
」「
ホ
ワ
イ

ト
ソ
ー
ス
シ
ー
フ
ー
ド
ド
リ
ア
」

「
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
ミ
ッ
ク
ス
で
簡

単
生
ど
ら
」「
ゴ
ロ
ゴ
ロ
果
実
の

ラ
ッ
シ
ー
」
の
４
品
を
作
っ
た
。

ハ
ン
バ
ー
グ
カ
レ
ー
の
ハ
ン
バ
ー

グ
は
大
樹
町
和
牛
生
産
組
合
か
ら

　

Ｊ
Ａ
女
性
部
（
姉
﨑
美
紀
部
長
）
エ
ル
ダ
ー
ミ

セ
ス
で
は
、
１
月
19
日
、
Ｊ
Ａ
会
議
室
に
お
い
て

定
例
交
流
会
を
実
施
し
た
。
ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
は

今
回
で
２
回
目
と
な
る
、
１
回
目
の
５
月
に
も
参

加
し
た
部
員
が
多
く
今
回
は
最
高
得
点
の
５
点
の

穴
に
ボ
ー
ル
を
入
れ
る
回
数
も
多
く
な
っ
て
い
た
。

12
名
の
参
加
者
は
個
人
戦
で
４
試
合
行
い
体
も
じ

ん
わ
り
温
ま
り
体
力
増
進
に
繋
が
っ
た
。

購
入
し
、
こ
の
料
理
講
習
会
を
き

っ
か
け
に
地
元
の
食
材
の
良
さ
が

伝
わ
れ
ば
と
思
い
食
材

に
決
め
た
。

　

ま
た
、
子
守
り
と
し

て
エ
ル
ダ
ー
ミ
セ
ス
の

会
員
が
１
名
参
加
し
、

料
理
中
は
別
部
屋
で
子

ど
も
達
の
お
世
話
を
し

て
頂
い
た
。
食
事
を
一

緒
に
取
り
な
が
ら
の
会

話
は
貴
重
な
交
流
の
場

と
な
っ
た
。

ス
カ
ッ
ト
で
汗
流
す

ス
カ
ッ
ト
で
汗
流
す

エ
ル
ダ
ー
ミ
セ
ス
定
例
交
流
会

エ
ル
ダ
ー
ミ
セ
ス
定
例
交
流
会優勝の酒井さん　ナイスショット�

ハンバーグカレードリア

ホワイトソースシーフードドリア

簡単生どら 食事のようす

ゴロゴロ果実のラッシー 完成の４品
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真剣に説明を聞く参加者たち

技能実習・特定技能制度の見直し案解説・セミナーの開催！
～外国人受入れの新制度（有識者案）を学ぶ～

　

外
国
人
技
能
実
習
生
受
入
農
家
協

議
会
（
山
下
益
雄
会
長
）
で
は
、
１

月
18
日
に
Ｊ
Ａ
大
会
議
室
に
お
い
て

「
技
能
実
習
・
特
定
技
能
制
度
の
見

直
し
案
解
説
・
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催

し
た
。

　

当
日
は
リ
ン
ク
・
パ
ー
ト
ナ
ー
協

同
組
合
の
門
口
良
温
代
表
理
事
を
講

師
に
招
き
、
受
入
農
家
な
ど
21
名
が

参
加
し
、
制
度
改
正
の
有
識
者
会
議

の
最
終
報
告
書
に
あ
る
新
た
な
対
応

を
迫
ら
れ
る
内
容
に
つ
い
て
熱
心
に

学
ん
だ
。

　

門
口
講
師
は
、
新
た
な
制
度
の
中

で
外
国
人
材
は
同
一
企
業
で
の
就
労

が
１
年
を
超
え
た
ら
転
籍
が
可
能
と

な
る
こ
と
が
一
番
大
き
な
点
と
し
て

お
り
、
こ
の
転
籍
が
自
由
化
と
な
る

こ
と
で
受
入
農
家
に
は
次
の
よ
う
な

影
響
が
あ
る
と
話
し
て
い
た
。

①
生
活
が
便
利
で
最
低
賃
金
の
高

い
都
市
部
へ
の
移
動
懸
念
が
あ

る
こ
と
。

②
悪
質
な
民
間
職
業
紹
介
事
業
者

が
横
行
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ

と
。

③
送
り
出
し
機
関
が
技
能
実
習
制

度
下
で
は
、
月
額
５
，
０
０
０

円
～
１
０
，
０
０
０
円
を
収
受

し
て
き
た
が
、
改
正
後
で
は
入

国
時
に
一
括
徴
収
の
可
能
性
が

あ
り
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
（
初

期
費
用
）
が
増
額
し
て
し
ま
う

こ
と
。

④
転
籍
前
企
業
の
初
期
費
用
負
担

を
転
籍
後
会
社
が
按
分
等
で
の

負
担
と
な
っ
て
い
る
が
、
不
払

い
に
よ
る
金
銭
ト
ラ
ブ
ル
の
可

能
性
が
あ
る
こ
と
。

⑤
会
社
へ
の
愛
着
を
高
め
る
エ
ン

ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
費
用
の
増
加
も

考
え
ら
れ
る
こ
と
。

　

以
上
大
き
く
５
つ
の
点
を
懸
念
点

と
し
て
挙
げ
、
受
入
農
家
に
は
ま
た

新
た
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
と
話
し

て
い
た
。
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令
和
６
年
度

令
和
６
年
度

定
期
総
会

定
期
総
会

大
樹
町
乳
牛
改
良
同
志
会

大
樹
町
乳
牛
改
良
同
志
会

　

大
樹
町
乳
牛
改
良
同
志
会
（
木

村
達
也
会
長
）
で
は
、
１
月
17
日

に
Ｊ
Ａ
大
会
議
室
に
お
い
て
令
和

６
年
度
定
期
総
会
を
開
催
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
木
村
会
長
よ
り

挨
拶
、
来
賓
の
黒
川
町
長
、
西
川

組
合
長
よ
り
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た

あ
と
、
議
長
に
高
橋
聡
氏
が
選
出

さ
れ
議
事
が
進
め
ら
れ
た
。

議
案
第
１
号　

令
和
５
年
度
事
業

報
告
並
び
に
収
支
決
算
及
び
監

査
報
告
に
つ
い
て

議
案
第
２
号　

令
和
５
年
度
剰
余

金
処
分
（
案
）
に
つ
い
て

議
案
第
３
号　

令
和
６
年
度
会
費

の
金
額
お
よ
び
徴
収
方
法
（
案
）

に
つ
い
て

議
案
第
４
号　

令
和
６
年
度
事
業

　

大
樹
町
農
業
青
色
申
告
会
（
鈴
木
輝
彦
会
長
）
で
は
、

12
月
22
日
に
Ｊ
Ａ
会
議
室
に
お
い
て
税
務
研
修
会
を
行
な

っ
た
。

　

こ
の
研
修
会
に
は
、「
税
」
の
仕
組
み
を
知
っ
て
も
ら

う
た
め
に
青
年
部
に
も
参
加
を
呼
び
か
け
、
14
名
が
参
加

し
た
。

　

講
師
に
は
、
帯
広
税
務
署
個
人
課
税
第
１
部
門
中
田
鋭

氏
を
招
き
、
令
和
５
年
度
に
お
け
る
税
制
改
正
や
10
月
よ

り
施
行
さ
れ
た
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
つ
い
て
の
説
明
や
、

令
和
６
年
１
月
よ
り
義
務
化
と
な
っ
た
電
子
帳
簿
保
存
法

の
概
要
が
話
さ
れ
た
。
電
子
帳
簿
保
存
法
に
つ
い
て
、
領

収
書
や
請
求
書
な
ど
電
子
デ
ー
タ
で
や
り
取
り
し
た
場
合

に
電
子
デ
ー
タ
の

ま
ま
保
存
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
、

話
を
聞
い
て
い
た

参
加
者
も
少
し
頭

を
悩
ま
せ
て
い
る

様
子
が
伺
え
た
。

　

質
疑
応
答
の
際

に
は
多
く
の
質
問

が
飛
び
交
い
と
て

も
充
実
し
た
研
修

会
と
な
っ
た
。

計
画
並
び
に
収
支
予
算
（
案
）

に
つ
い
て

議
案
第
５
号　

ジ
ュ
ニ
ア
ホ
ル
ス

タ
イ
ン
ク
ラ
ブ
令
和
５
年
度
事

業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
及
び

監
査
報
告
に
つ
い
て

議
案
第
６
号　

ジ
ュ
ニ
ア
ホ
ル
ス

定期総会のようす定期総会のようす

研修会のようす研修会のようす

大
樹
町
農
業
青
色
申
告
会

大
樹
町
農
業
青
色
申
告
会

税
務
研
修
会
を
開
催

税
務
研
修
会
を
開
催
��

挨拶をする挨拶をする
木村達也会長木村達也会長

末
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ

れ
た
。

　

ジ
ュ
ニ
ア
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
ク
ラ

ブ
の
役
員
は
次
の
と
お
り

会　

長　

三　

木　

隆　

志

役　

員　

金　

丸　

寛　

樹

　
　
　
　

原　

口　

聖　

隆

　
　
　
　

前　

田　

竜　

志

　
　
　
　

穀　

内　

隆　

志

監　

事　

水　

野　

譲　

治

　
　
　
　

高　

橋　
　
　

聡

タ
イ
ン
ク
ラ
ブ

令
和
５
年
度
剰

余
金
処
分
（
案
）

に
つ
い
て

議
案
第
７
号　

ジ

ュ
ニ
ア
ホ
ル
ス

タ
イ
ン
ク
ラ
ブ

令
和
６
年
度
活

動
計
画
並
び
に

収
支
予
算
（
案
）

に
つ
い
て

議
案
第
８
号　

ジ

ュ
ニ
ア
ホ
ル
ス

タ
イ
ン
ク
ラ
ブ

役
員
改
選
に
つ

い
て

　

各
議
案
審
議
の
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十勝農業改良普及センター十勝南部支所 

表１ ＣＰの要求量とミルクからの供給量 

※赤字は要求量より上回って供給しているCP量 

  
昨
年
５
月
以
降
、
和
牛
子
牛
価
格
が

低
迷
し
て
い
ま
す
。
低
調
な
枝
肉
消
費
、

飼
料
や
資
材
価
格
の
高
騰
な
ど
の
要

因
が
重
な
り
、
肥
育
農
家
の
導
入
意
欲

は
依
然
と
し
て
低
い
ま
ま
で
す
。 

そ
の
よ
う
な
状
況
で
も
市
場
で
評

価
さ
れ
る
牛
づ
く
り
の
た
め
に
は
、
よ

り
高
い
増
体
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
市
場

で
は
Ｄ
Ｇ
や
腹
囲
が
大
き
く
、
か
つ
体

高
が
高
い
牛
が
、
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
十
勝
和
牛
マ
ニ
ュ
ア
ル

牛
の
標
準
値
と
比
較
し
、
体
重
は
約

１５
～
２０
％
増
加
、
体
高
は
約
４
％
増

加
、
腹
囲
は
１
９
０
ｃ
ｍ
以
上
が
目
安

に
な
り
そ
う
で
す
。 

１１  

哺哺
育育
期期
のの
骨骨
格格
作作
りり 

図
１
に
和
牛
子
牛
の
体
高
発
育
パ
タ

ー
ン
を
示
し
ま
し
た
。
和
牛
の
体
高
は
そ

の
大
半
が
出
生
後
３
～
４
か
月
で
決
ま

り
ま
す
。
と
り
わ
け
哺
乳
期
（
出
生
～
約

４
か
月
齢
）
に
骨
格
形
成
の
た
め
蛋
白
質

（
Ｃ
Ｐ
）
を
十
分
給
与
す
る
こ
と
は
極
め

て
重
要
で
す
。 

近
年
は
哺
育
期
の
Ｃ
Ｐ
充
足
を
重
視

し
、
前
提
条
件
を
整
え
た
上
で
高
栄
養
哺

乳
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
採
用
す
る
農
場
が
増

え
て
い
ま
す
。
導
入
に
あ
た
っ
て
は
、
除

糞
頻
度
を
確
保
し
常
に
乾
燥
し
た
牛
床

を
維
持
す
る
こ
と
。
敷
料
を
た
っ
ぷ
り
投

入
し
、
環
境
か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
ロ
ス
を

低
減
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
高
栄

養
哺
乳
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
哺
育
後
期
に

急
激
に
ス
タ
ー
タ
ー
を
多
量
摂
取
さ
せ

る
た
め
、
ル
ー
メ
ン
の
健
康
維
持
を
目
的

に
水
や
乾
草
を
自
由
摂
取
で
き
る
よ
う

に
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
加
え
て
、

哺
乳
器
具
を
ア
ル
カ
リ
洗
剤
や
酸
性
洗

剤
、
殺
菌
剤
を
使
用
し
て
完
璧
に
洗
浄
・

殺
菌
す
る
こ
と
も
重
要
で
す
。 

２２  

高高
栄栄
養養
哺哺
乳乳
ププ
ロロ
ググ
ララ
ムム
をを
アア
レレ

ンン
ジジ
すす
るる 

こ
れ
ら
の
前
提
条
件
を
整
え
、
高
栄
養

哺
乳
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ア
レ
ン
ジ
す
る
こ

と
で
子
牛
の
増
体
を
飛
躍
的
に
増
加
で

き
ま
す
（
図
２
）。 

 

こ
の
方
法
で
は
、
体
高
発
育
の
ピ
ー
ク

付
近
で
一
日
あ
た
り
最
大
１
２
０
０
ｇ

の
ミ
ル
ク
を
給
餌
し
ま
す
。
そ
の
後
、
通

常
よ
り
も
早
め
に
ミ
ル
ク
を
減
ら
し
、
そ

の
分
、
ス
タ
ー
タ
ー
を
飽
食
さ
せ
る
こ
と

で
Ｃ
Ｐ
を
充
足
さ
せ
ま
す
。
離
乳
時
ま
で

に
２
．
５
～
３
．
０
ｋ
ｇ
／
日
の
ス
タ
ー

タ
ー
を
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と

が
目
標
で
す
。
ミ
ル
ク
の
総
給
与
量
は
、

通
常
よ
り
一
頭
あ
た
り
約
３
．
５
ｋ
ｇ
も

少
な
く
な
り
ま
す
。 

  

通
常
の
高
栄
養
哺
乳
を
行
う
Ａ
農
場

と
、
ア
レ
ン
ジ
を
加
え
た
Ｂ
農
場
で
発
育

状
態
の
比
較
を
お
こ
な
い
ま
し
た
（
図

２
）。
明
ら
か
に
体
重
と
体
高
が
Ａ
農
場

よ
り
Ｂ
農
場
で
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
肋
張
り
を
示
す
腹
囲
も
Ｂ
農
場
は

大
き
く
な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
日
本

飼
養
標
準
肉
用
牛
（
２
０
２
２
）
の
Ｃ
Ｐ

要
求
量
に
対
す
る
ミ
ル
ク
か
ら
の
Ｃ
Ｐ

供
給
量
か
ら
も
分
か
り
ま
す
（
表
１
）。

Ｂ
農
場
で
は
、
ス
タ
ー
タ
ー
を
十
分
食
べ

ら
れ
な
い
哺
乳
前
期
に
ほ
と
ん
ど
ミ
ル

ク
か
ら
の
Ｃ
Ｐ
で
確
実
に
そ
の
要
求
量

を
満
た
す
こ
と
が
で
き
て
い
ま
し
た
。 

高
栄
養
哺
乳
の
ア
レ
ン
ジ
で
増
体
が

改
善
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
質
問

が
あ
れ
ば
、
お
気
軽
に
普
及
セ
ン
タ
ー
、

Ｊ
Ａ
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

要求量 通常 アレンジ

1 33 140 168 168
2 36 214 224 224
3 41 292 280 224
4 48 259 280 280
5 54 308 280 336
6 60 311 280 336
7 66 268 280 336
8 71 317 280 336
9 77 331 280 168
10 83 378 280 168
11 90 338 224 168
12 96 294 168 140

75.6 72.1ミルクの総給与量（kg/頭）

週齢
目標体重
（kg）

代用乳からの１日あたりのCP量（g）

目標体重の育成に
要する養分量 A農場 B農場

市市

場場

でで

評評

価価

ささ

れれ

るる  

和和

牛牛

子子

牛牛

づづ

くく

りり  
  

  
  

図２ 高栄養哺乳プログラムの給与量 
（ＣＰ２８のミルクを使用） 

図３ 発育状態の比較（Ａ農場：黒、Ｂ農場：ピンク） 

図１ 体高の発育パターン（去勢27頭、雌28頭） 
（2013,肉牛大辞典） 

十勝農業改良普及センター 十勝南部支所通信十勝農業改良普及センター 十勝南部支所通信
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JAココネネククトトをを使使ううとと、、今今ままででFAXでで送送らられれててききてていいたたJAかかららのの
情情報報ををススママホホややタタブブレレッットトののアアププリリでで閲閲覧覧すするるここととががででききるるよよ
ううににななりりまますす。。

FAXととススママホホのの切切りり替替ええがが自自由由自自在在
JAとと組組合合員員ををつつななぐぐアアププリリがが登登場場

はここここがが便便利利！！

必必要要なな資資料料だだけけ選選んんでで
FAX送送信信ででききまますす！！

家家族族間間・・従従業業員員間間ででのの
情情報報共共有有がが可可能能ににななりりまますす！！

紙紙代代・・トトナナーー代代がが
節節約約ででききまますす！！

届届いいたたそそのの場場でで
確確認認・・返返答答ででききまますす！！

ごご自自宅宅ののププリリンンタタでで
必必要要なな資資料料だだけけ印印刷刷ででききまますす！！

過過去去のの文文書書もも
簡簡単単にに検検索索ででききまますす！！

文文書書ををJAのの部部署署毎毎にに表表示示すするるタタググ機機能能
でで、、過過去去のの文文書書もも簡簡単単にに検検索索ででききまますす。。

詳詳ししくくはは JA大大樹樹町町企企画画管管理理課課（（01558-6-3131））ままでで
おお問問いい合合わわせせくくだだささいい

カカララーーででそそののまままま印印刷刷ででききるるたためめ、、白白
黒黒潰潰れれななどどななくく綺綺麗麗なな資資料料をを取取りり出出せせ
まますす。。

すすででににススママホホををおお持持ちちででああれればば、、ススママ
ホホにに届届くく文文書書ににラランンニニンンググココスストトははかか
かかりりまませせんん。。

圃圃場場ににいいななががらら最最新新のの情情報報をを取取得得でできき
るるよよううににななりりまますす。。FAXのの確確認認ののたためめ
だだけけにに自自宅宅にに戻戻るる必必要要ははあありりまませせんん。。

FAXはは自自宅宅にに一一台台でですすがが、、ススママホホはは1人人
一一台台のの時時代代でですす。。ごご家家族族そそれれぞぞれれにに情情
報報がが届届ききまますす。。

FAXののオオンン/オオフフがが設設定定メメニニュューーかからら自自
由由にに行行ななええまますす。。オオフフににししてていいててもも必必要要
なな書書類類だだけけFAXすするるここととももででききまますす。。



たいき9( )

理
事
会
の
動
き

理
事
会
の
動
き

理
事
会
の
動
き

理
事
会
の
動
き

第
12
回 

１
／
31

★
報
告
事
項

１　

酪
農
経
営
改
善
緊
急
支
援
事

業
（
リ
タ
イ
ヤ
事
業
）
の
実

施
結
果
に
つ
い
て

２　

令
和
５
年
度
草
地
難
防
除
雑

草
駆
除
技
術
実
証
事
業
の
実

施
結
果
に
つ
い
て

３　

令
和
５
年
度
飼
料
作
物
圃
場

ギ
シ
ギ
シ
駆
除
対
策
の
実
施

結
果
に
つ
い
て

４　

第
４
回
十
勝
地
区
畑
作
青
果

対
策
委
員
会
の
報
告
に
つ
い

て

５　

令
和
５
年
組
合
員
勘
定
の
実

績
に
つ
い
て

６　

令
和
５
年
組
合
員
勘
定
の
営

農
形
態
別
実
績
と
分
析
に
つ

い
て

７　

対
策
指
導
農
家
等
の
令
和
５

年
組
合
員
勘
定
の
実
績
に
つ

い
て

８　

理
事
に
対
す
る
組
合
員
勘
定

取
引
の
実
績
に
つ
い
て

９　

資
金
の
貸
付
に
つ
い
て

10　

大
樹
町
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
等
適
正
処
理
対
策
協
議

会
運
営
委
員
会
の
報
告
に
つ

い
て

11　

子
会
社
の
経
営
状
況
に
つ
い

て

12　

第
３
四
半
期
監
事
監
査
の
結

果
に
つ
い
て

13　

組
合
員
の
異
動
に
つ
い
て

14　

令
和
６
年
農
事
組
合
長
に
つ

い
て

15　

令
和
５
年
度
決
算
の
見
通
し

に
つ
い
て

★
付
議
事
項

第
１
号　

令
和
６
年
度
内
部
監
査

計
画
に
つ
い
て

�

協
議
・
承
認

第
２
号　

名
誉
組
合
員
審
査
委
員

会
の
答
申
結
果
と
「
名
誉
組

合
員
」
称
号
の
授
与
に
つ
い

て�

協
議
・
承
認

第
３
号　

固
定
資
産
の
処
分
に
つ

い
て�

協
議
・
承
認

★
協
議
事
項

第
１　

令
和
５
年
度
決
算
及
び
令

和
６
年
度
予
算
の
実
施
方
針

に
つ
い
て�

協
議
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10,134

9,765

9,495
9,596

9,211

9,952

9,690

9,263

8,946

9,193

9,374

8,988
8,870

9,2989,328 9,315
9,486

8,400

9,496

9,707

9,376

9,733

令和５年度１月　生乳生産動向

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

10
月

11
月

12
月

１
月

２
月

３
月

7,000

8,000

9,000

10,000

11,000
生産乳量（2022年度）

生産乳量（2023年度）

561,909561,909
535,217535,217

421,025421,025

496,864496,864

436,150436,150
409,623409,623

376,316376,316

469,312469,312

381,118381,118

381,118381,118398,933398,933
368,500368,500

432,252432,252

414,300414,300

456,395456,395 460,729460,729

574,974574,974

416,738416,738

家畜市場の成績

乳用牛（初妊牛）

2022年度

2023年度

（ ）書きは前年度単価

750,000

800,000

850,000

950,000

900,000

650,000

700,000

600,000

550,000

500,000

450,000

400,000

350,000

300,000

3/9 3/23 4/10 4/25 5/15 5/30 6/12 7/10 8/7 9/11 9/26 10/10 10/24 11/13 11/28 12/12 1/5 2/1 2/15

(600,804)(600,804) (579,543)(579,543) (477,675)(477,675) (522,500)(522,500) (415,841)(415,841) (442,287)(442,287) (397,100)(397,100) (364,447)(364,447) (503,877)(503,877)
(648,175)(648,175) (613,107)(613,107) (543,867)(543,867) (568,202)(568,202) (461,214)(461,214) (348,242)(348,242) (318,633)(318,633) (358,111)(358,111) (452,320)(452,320) (650,100)(650,100)

（円）
大　　樹

肉用牛（黒毛和種）

2023年度去勢

2023年度雌

2022年度去勢

2022年度雌

550,000

500,000

450,000

400,000

600,000

650,000

700,000

800,000

2/61/1012/511/810/39/68/17/56/65/104/53/14

（円）
大　　樹

750,000

850,000

679,451679,451

745,695745,695

792,832792,832

712,869712,869

667,071667,071
681,500681,500

593,120593,120
578,967578,967

599,614599,614 598,204598,204

688,755688,755

515,559515,559

480,968480,968
460,808460,808

472,511472,511
447,975447,975

563,847563,847

533,883533,883

586,124586,124

634,642634,642

638,890638,890

576,067576,067
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■

解
き
方

＝

普
通
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
要
領
で
全
部
を
解
い
て
下
さ
い
。

次
に
Ａ
→
Ｅ
の
二
重
ワ
ク
の
文
字
を
順
に
並
べ
る
と
、
一
つ

の
言
葉
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
が
答
え
で
す
。

■

締
切
り

＝

３
月
10
日(

当
日
消
印
ま
で
有
効)

■

届　

出

＝

本
所
企
画
管
理
課
、
生
産
資
材
課
の
専
用
投
書
箱
へ
。

■

と
じ
込
み
ハ
ガ
キ
を
お
使
い
下
さ
い
。
郵
送
す
る
場
合
は
63
円
切
手
を
は

っ
て
下
さ
い
。

■

賞　

品

＝

大
樹
Ｔ
Ｍ
Ｏ
カ
ー
ド
（
正
解
者
多
数
の
と
き
は
、
抽
選
で
10

名
の
方
に
）

■

職
員
と
そ
の
家
族
の
方
は
ご
遠
慮
下
さ
い
。

■

２
月
号
の
応
募
者
は
14
名
で
、
13
名
が
正
解
さ
れ
ま
し
た
。
抽
選
の
結
果
、

次
の
方
々
が
当
選
し
ま
し
た
。
当
選
し
た
方
に
は
大
樹
Ｔ
Ｍ
Ｏ
カ
ー
ド
を

お
届
け
い
た
し
ま
す
。

２月号の答え

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

シ ユ プ ー ル
でした。

当選おめでとうございます
当　選　者

（
上
中
島

）
宮

　
嶋

　
寿
美
子
さ
ん

（
美
成
）
海　

冨　

百
合
子
さ
ん

（
美
成
）
廣　

瀬　

龍　

斗
さ
ん

（
鏡
町
）
今　

村　

サ
ク
ラ
さ
ん

（
上
大
樹

）
髙
　
橋
　
真
　
衣
さ
ん

（
上
大
樹

）
坂
　
本
　
虹
　
太
さ
ん

（
振
別
）
瀬　

川　

勝　

子
さ
ん

（
豊
里
）
牧　

田　

陽　

子
さ
ん

（
豊
里
）
佐　

藤　

ア
イ
子
さ
ん

（
萠
和
）
川　

原　

蔦　

枝
さ
ん

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

タ
テ
の
カ
ギ

②
歌
の
う
ま
さ
を
競
う
イ
ベ
ン
ト

⑤
釣
り
で
使
う
擬

針
の
こ
と

⑦
舌
で
感
じ
取
る
も
の

⑧
日
本
一
高
い
も
の
は
３
７
７
６
ｍ
あ
り
ま

す
⑨
「
峠
の

」
は
群
馬
県
・
Ｊ
Ｒ
横
川
駅

の
名
物
駅
弁
で
す

⑪
人
や
車
が
行
き
来
す
る
道
の
こ
と

⑫
こ
の
よ
う
な
役
を
演
じ
ら
れ
る
と
は
役
者

に
尽
き
ま
す

⑭
も
の
を
記
憶
す
る
器
官

⑮
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
、
ジ
ャ
ー
ジ
ー
と
い
え
ば

⑯
寄
せ
書
き
に
使
っ
た
り
サ
イ
ン
を
も
ら
っ

た
り

⑰
ホ
ワ
イ
ト
デ
ー
に
贈
る
こ
と
も
あ
る
、
ふ

わ
ふ
わ
と
軟
ら
か
い
お
菓
子

ヨ
コ
の
カ
ギ

①
３
月
下
旬
か
ら
４
月
上
旬
ま
で
の
学
校
の

休
暇

②
イ
エ
ス
の
反
対
語

③
俳
句
や
和
歌
で
規
定
よ
り
音
数
が
多
い
も

の
の
こ
と

④
い
い
か
げ
ん
な
こ
と
は
し
ま
せ
ん

⑥
海
に
潜
っ
て
貝
な
ど
を
採
り
ま
す

⑨
ど
こ
か
ら
か
梅
の
花
の

が
漂
っ
て
き

た
⑩
卒
業
生
が
校
長
か
ら
卒
業

を
授
与
さ

れ
た

⑪
捕
手
と
バ
ッ
テ
リ
ー
を
組
み
ま
す

⑬
原
稿

、
投
票

⑭
雨
宿
り
の
と
き
に
借
り
ま
す

⑯
姫
路
や
彦
根
、
松
本
の
も
の
が
有
名
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イラスト イラスト イラスト ・情報コーナー イラストは濃くていねいに書いて下さい。
(あまり薄いと掲載出来ないことがあります。)

鏡　町

サ ク ラさん (／歳)

美　成

ひろせ りゅうとさん (９歳 )

拓　進

岡本 華奈さん (９歳 )

萠　和

とだ ゆずほさん (７歳 )


